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特集 つながりをつくる福祉活動
コロナ禍で生まれた新たな取り組み

だから私は、ここで働く。-現場スタッフが伝えたい福祉の魅力-

被災者と双方向につながる手段としてICTを活用した見守りシステムを導入

○特定非営利活動法人 あやの里

○社会福祉法人 熊本県社会福祉協議会
   福祉人材・研修センター

○社会福祉法人 球磨村社会福祉協議会　球磨村地域支え合いセンター

○社会福祉法人 玉医会　地域福祉交流館FindingR
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6 YouTubeやLINEなど、共通のコミュニケーションツールでつながる支援

採用をもっと魅力的に 県社協の事業案内
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つ
な
が
り
を
つ
く
る
福
祉
活
動

コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
新
た
な
取
り
組
み

特集

な
つ
な
が
り
を
創
出
す
る
“
と
い
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
「
エ
ル
ワ
ン 

ネ
ッ
ト
」（
図
１
）
を
知
っ

た
槻
木
さ
ん
。
利
用
す
る
被
災
者
側
か
ら

日
々
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
非

接
触
で
そ
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
限
ら
れ
た
人
員
で

行
う
支
援
体
制
の
課
題
を
解
消
し
て
く
れ
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
、
村
役
場
へ
相
談
。「
被

災
者
支
援
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
今
後

の
高
齢
者
福
祉
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
重

要
性
は
役
場
の
担
当
課
も
感
じ
て
い
ま
し

た
。
今
回
エ
ル
ワ
ン 

ネ
ッ
ト
を
導
入
す
る
こ

と
で
高
齢
者
の
方
も
操
作
に
慣
れ
て
く
れ
た

ら
、
そ
の
ま
ま
仮
設
か
ら
在
宅
に
移
っ
た
後

も
継
続
し
て
使
用
し
て
も
ら
え
る
と
考
え
ま

し
た
」
。
令
和
３
年
７
月
、
セ
ン
タ
ー
で
は

エ
ル
ワ
ン 

ネ
ッ
ト
の
機
器
を
20
台
購
入
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
現
在
11
世
帯
で
導
入
さ
れ
て
い
る
エ
ル
ワ

ン 

ネ
ッ
ト
。「
気
に
か
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
利
用
者
か
ら
の
声
も
あ
り
、
双

方
向
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
成
の
一

助
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す

（
図
２
）。

　機器本体に、自分の元気を知らせる
「元気だよ」、困りごとを相談する「相
談」など、目的にあったカードを置き、
黄色の大きなボタンを押すだけで、支援
者が利用者の状況を確認することができ
るシステムです。
　音量調節もできるスピーカーからは、支
援者が発信する地域情報や注意喚起などが
音声メッセージで流れます。高齢者にとっ
て気づきと安心を感じてもらえます。　毎朝センターからラジオ体操の案

内をもらうようになってから、仮設
団地内のラジオ体操に参加するよう
になりました。ボタンを押すこと
が、暮らしの中で習慣になっていま
す。センターや役場と“つながって
いる”と感じられるのがありがたい
ですね。

　仮設団地やみなし仮設
住 宅 等 に 居 住 の 高 齢 者
（一人暮らし、夫婦）、ひ
きこもりの状態にある方
などを対象に、エルワン 
ネットの利用について職
員が説明。「コンセントを
入れて、カードを置いて
ボタンを押すだけ！と、
いかに簡単な操作である

ことを強調して説明しています」と槻木さん。利用者からは、
「思っていたより操作が簡単」と反応は良い。

・自治体と連携した地域福祉
・在宅高齢者支援
・訪問看護
・不動産会社との連携による高齢者のひとり
　暮らし支援

被
災
者
支
援
を
き
っ
か
け
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
見
守
り
体
制
を
構
築

　
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
に
お
い
て
、
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
球
磨
村
。
同
年
10
月
に

開
設
さ
れ
た
「
球
磨
村
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
」（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
仮
設
団

地
や
み
な
し
仮
設
住
宅
等
に
住
む
６
３
７
世

帯
（
令
和
３
年
10
月
時
点
）
に
対
し
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
村
内
に
３
カ
所
、

近
隣
の
錦
町
に
１
カ
所
の
仮
設
団
地
が
あ
る

ほ
か
、
み
な
し
仮
設
住
宅
は
八
代
市
や
芦
北

町
な
ど
遠
方
の
市
町
に
ま
で
広
が
っ
て
お

り
、
支
援
対
象
者
が
居
住
す
る
エ
リ
ア
は
広

範
囲
。「
現
在
セ
ン
タ
ー
に
は
、
５
名
の
生
活

支
援
相
談
員
と
10
名
の
補
助
員
が
お
り
、
そ

の
中
で
５
つ
の
チ
ー
ム
を
作
っ
て
被
災
者
の

皆
さ
ん
を
訪
問
し
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
村

外
へ
行
く
と
移
動
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ

り
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
感
じ
て
い
ま
す
」

と
槻
木
さ
ん
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
現

状
、
玄
関
先
で
話
を
聞
く
程
度
に
と
ど
ま
る

こ
と
も
多
い
た
め
、
住
民
と
深
く
関
わ
る
こ

と
が
で
き
な
い
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
、„
簡
単
な
操
作
で
被
災
者
か
ら

の
日
々
の
状
況
を
知
ら
せ
て
も
ら
い
、
新
た

特集 つながりをつくる福祉活動特集

被災者と双方向につながる手段として
ICTを活用した見守りシステムを導入

社会福祉法人 球磨村社会福祉協議会
球磨村地域支え合いセンター

槻木 正剛さん
福祉活動専門員・生活支援コーディネーター・主任生活支援相談員

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
福
祉
の
つ
な
が
り
づ
く
り

　
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
現
代
。
人

口
減
少
に
伴
う
過
疎
化
や
担
い
手
不

足
、
地
域
の
関
係
の
希
薄
化
や
社
会
的

孤
立
、
災
害
対
応
な
ど
、
地
域
は
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
全
国
的
に

も
地
域
の
見
守
り
事
業
が
広
が
る
な

か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
「
エ
ル
ワ
ン
ネ
ッ

ト
」
を
活
用
し
た
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
の
が
、「
株
式
会
社
日
新
シ
ス
テ
ム

ズ
」
で
す
。
通
常
„
見
守
り
“
を
行
う

際
は
、
支
援
者
が
高
齢
者
等
に
対
し
て

声
が
け
な
ど
を
す
る
„
一
方
通
行
“
で

し
た
が
、
エ
ル
ワ
ン
ネ
ッ
ト
で
は
支
援

さ
れ
る
利
用
者
側
（
高
齢
者
等
）
か

ら
、
日
々
の
状
況
を
発
信
す
る
こ
と
で

„
双
方
向
の
つ
な
が
り
“
を
創
出
し
て

い
ま
す
。

　
「
球
磨
村
で
は
元
々
、
高
齢
者
が
い

る
世
帯
に
は
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
か
起
き
た

時
に
押
し
て
通
報
す
る
も
の
で
す
が
、

エ
ル
ワ
ン
ネ
ッ
ト
は
平
常
時
で
も
利
用

者
の
皆
さ
ん
か
ら
状
況
を
伝
え
て
も
ら

え
る
の
が
大
き
な
違
い
で
す
。」
と
槻
木

さ
ん
。
村
内
の
エ
ル
ワ
ン
ネ
ッ
ト
利
用

者
か
ら
の
声
も
好
意
的
で
、
今
後
利
用

者
数
を
増
や
し
、
福
祉
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

様々な分野での活用事例

利用者の

L1m-netとは？
エルワン　 ネット球磨村地域支え合いセンター

における住民の活用例

対象者に対しエルワン ネットの使い方を説明

図１図２

声

file
１

　新型コロナウイルス感染症の流行は、私たちの生活はもちろん、様々な業界に大きな影
響を及ぼし、「リモート」や「非接触」、「ソーシャルディスタンス」といった新たな生活様式
が社会に浸透しつつあります。そのようななか、福祉業界で注目されているのが、人と人
との“つながり”をつくるための新たな取り組み。
　本誌では、今号vol.60と次号vol.61の２号連続で、コロナ禍で生まれた「つながりをつ
くる福祉活動」について紹介します。
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エルワン　 ネット球磨村地域支え合いセンター

における住民の活用例

対象者に対しエルワン ネットの使い方を説明

図１図２

声

file
１

　新型コロナウイルス感染症の流行は、私たちの生活はもちろん、様々な業界に大きな影
響を及ぼし、「リモート」や「非接触」、「ソーシャルディスタンス」といった新たな生活様式
が社会に浸透しつつあります。そのようななか、福祉業界で注目されているのが、人と人
との“つながり”をつくるための新たな取り組み。
　本誌では、今号vol.60と次号vol.61の２号連続で、コロナ禍で生まれた「つながりをつ
くる福祉活動」について紹介します。
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利用者 相談員

て
「
先
入
観
や
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ

ず
、
ま
ず
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
事
」
と

話
し
ま
す
。

　「
エ
ル
ワ
ン
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
関
し
て

は
、
富
山
県
の
黒
部
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
地
域
福
祉
分
野
に
お
け
る
実
証
実
験
を

令
和
元
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

球
磨
村
で
導
入
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
被

災
者
支
援
時
の
人
手
不
足
を
補
う
点
も
あ

り
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
地
域
の

様
々
な
課
題
を
解
消
す
る
一
助
に
な
り
得

る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
身
寄
り
の
な
い

高
齢
者
の
方
が
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
時
、

保
証
人
の
問
題
や
孤
独
死
な
ど
を
心
配
さ

れ
て
契
約
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
エ
ル
ワ
ン
ネ
ッ
ト
の
見

守
り
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
大

家
さ
ん
が
安
心
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で

す
」
と
長
井
さ
ん
。
住
宅
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
整
備
す
る
居
住
支
援
法
人※

２
制

度
で
の
活
用
な
ど
、
不
動
産
業
界
で
の
導

入
も
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　「
様
々
な
場
面
で
„
こ
ん
な
の
あ
っ
た
ら

い
い
な
“
と
い
う
こ
と
に
置
き
換
え
て
考

え
れ
ば
、
エ
ル
ワ
ン
ネ
ッ
ト
は
か
な
り
汎

用
性
が
あ
り
ま
す
。
想
像
力
を
持
っ
て
創

意
工
夫
を
す
れ
ば
、
地
域
と
つ
な
が
る
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
活
用
方
法
が
生

ま
れ
ま
す
。
ま
ず
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に

取
り
組
み
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ

さ
い
」。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
は
、
課
題
解
決

の
き
っ
か
け
や
業
務
改
善
の
ヒ
ン
ト
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
見
据
え
る

球
磨
村
の
高
齢
者
福
祉
の
未
来

　
今
後
、
仮
設
団
地
や
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
が
無
く
な
り
、
被
災
者
の
方
の
生
活

再
建
が
決
ま
っ
て
在
宅
に
戻
っ
た
と
し
て

も
、
様
々
な
課
題
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
特

に
球
磨
村
で
は
、
水
害
に
よ
っ
て
病
院
や

Ｊ
Ｒ
な
ど
多
く
の
社
会
資
源
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
土
地
を
離
れ
た
方
も
多
く
、
地

域
関
係
の
希
薄
化
も
あ
り
、
特
に
高
齢
者

の
方
に
と
っ
て
は
、
困
り
事
が
増
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。「
そ
う
い
っ
た
時
に
、„
私

た
ち
は
ち
ゃ
ん
と
見
守
っ
て
い
ま
す
よ
“

と
い
う
体
制
を
続
け
る
た
め
に
も
、
エ
ル

ワ
ン
ネ
ッ
ト
は
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
機
器
を
継
続
的
に
使
う
こ
と

で
、
再
建
後
の
生
活
で
も
、
社
協
や
役
場

と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。
こ
の
エ
ル
ワ
ン
ネ
ッ
ト

の
活
用
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
や
私
た
ち
に

と
っ
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
仕
組
み
に
親
し
む

た
め
の
„
は
じ
め
の
一
歩
“
に
な
る
と
思
い

ま
す
」
と
、
槻
木
さ
ん
は
再
建
後
の
地
域

福
祉
の
向
上
に
期
待
を
込
め
ま
す
。

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
可
能
性
を
考
え
る

　
発
災
直
後
球
磨
村
へ
支
援
に
入
り
、
槻

木
さ
ん
へ
エ
ル
ワ
ン
ネ
ッ
ト
を
紹
介
し
た

の
が
、
日
新
シ
ス
テ
ム
ズ
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

で
も
あ
る
合
同
会
社
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
の

長
井
一
浩
さ
ん
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い

特集 つながりをつくる福祉活動特集

課題に対する活用例とポイント

端末にカードを置いて
ボタンを押す

支え合いセンターに通知 利用者の端末操作が３日間無い場合
　利用者がボタンを押すと、誰がどのカードを
使ったかの通知がセンターに届く。詳細な情報
はL1mシステム（管理画面）にて確認できる。
　通知の結果から、それまで週１回訪問してい
たペースを、２週間に１回へ変更した対象者も
あり、ICTの活用が活かされている。

　L1m システムでは、端末操作が無い場合１日目で薄い
ピンク、２日目でより濃いピンク、３日目には赤で表示。
センターへ３日間端末操作がないことを知らせる通知が
届く。

　球磨村地域支え合いセンターでは、L１mシステムに届く通知を
LINE WORKSでも受信。「元気だよ」の通知は槻木さんのみ、「相談」
の通知は槻木さんと主任２名で受信・確認できるよう設定し、利用者
からの連絡を見落とさないようにしている。

　現在センターから利用者へ、朝のラジオ体操の呼びかけやゴミ出し
案内、地域の交流会情報や熱中症注意喚起など日常生活に寄り添った
情報を音声で配信。メッセージ内容の変更や配信日時の予約設定など、
柔軟に対応できるのも便利。

　ひきこもりの状態にあり、支援を行う上
でより配慮が必要な方へもエルワン ネット
の利用を提案し導入。特定の職員のみが面
談できていたが、毎日ボタンを押してくれ
ることで、訪問のタイミングなどを想定し
やすくなった。

センターでは普段から、
LINE WORKSで業務
連絡をやり取りしています。
職員が使い慣れたツールと
連携するのがおすすめです。

「LINE WORKS※１」を使い
通知の情報を職員間で共有

　地域や外部との交流が困難な方においても、このシステ
ムを利用することで安否確認がスムーズに。今後、地域福
祉として活用する際の良い事例となった。

被災者にとどまらない
支援ツールとしても有効

※1 LINE WORKS…ワークスモバイルジャパン株式会社が提供するビジネス版LINE。会社や団体、チームごとに登録し利用できる、クラウド型
　　　　　　　　　 ビジネスチャットツール。※2 居住支援法人…住宅セーフティネット法に基づき、居住支援を行う法人として、都道府県が指定するもの。

利用者

課題 1 ●支援側のマンパワー不足●遠方（村外）避難者への支援

課題2 ●特定の相談員でないと面談ができない●より配慮が必要な方への支援

球磨村地域
支え合いセンター

ひきこもりの状態にある方からも日々の反応が得られた

活用
例

1

利用者のボタン操作で、
毎日の状況をセンターのパソコン・スマートフォンから確認

活用
例

1

センターからの音声メッセージは、予約設定で一括送信。活用
例

2

Point!

Point!
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子どもの第３の場
でぃんぐる

たまきな
NPO支援センター

風工房 R
（コーヒー製造作業室）

会議室
１

会議室
２

会議室
３

EV1

２F

EV
すまいるきっず R

面談室

相談支援センター
「いこいば」

面談室
1

面談室
2 交流スペース

玄関

風工房 R
（菓子製造室）

たまこひ
（売店） 焙煎機2

3

１F

　
来
年
で
設
立
50
周
年
を
迎
え
る
「
社
会
福

祉
法
人
玉
医
会
」
。
様
々
な
事
業
を
展
開
す

る
中
、
平
成
31
年
４
月
、
玉
名
市
中
心
街
に

「
地
域
福
祉
交
流
館
Ｆ
ｉｎ
ｄ
ｉｎｇ
Ｒ
」
を

開
館
し
ま
し
た
。
館
内
に
は
複
数
の
事
業
所

の
ほ
か
、
一
般
の
方
も
利
用
で
き
る
売
店

「
た
ま
こ
ひ
」
を
オ
ー
プ
ン
。「
支
援
が
必

要
な
人
と
、
支
援
を
す
る
人
と
、
支
援
と
は

関
係
な
く
コ
ー
ヒ
ー
や
パ
ン
を
買
い
に
来
ら

れ
る
人
た
ち
と
が
、
入
り
混
じ
る
場
所
を
、

ま
ち
な
か
に
作
り
た
か
っ
た
ん
で
す
」
と
、

金
和
さ
ん
。
売
店
で
は
、
実
際
に
菓
子
の
製

造
風
景
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
普

段
„
支
援
“
と
関
わ
る
こ
と
の
な
い
人
た
ち

に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
つ
く

り
を
意
識
し
ま
し
た
。「
偶
然
こ
こ
に
立
ち

寄
っ
て
、
私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
見

て
も
ら
え
た
時
に
、„
自
分
で
も
、
こ
う
い
う

こ
と
な
ら
手
伝
え
る
か
も
“
と
思
っ
て
も
ら

え
た
ら
い
い
な
と
。
人
間
本
来
が
持
っ
て
い

る
人
を
気
遣
う
気
持
ち
と
い
っ
た
„
ケ
ア
“

と
、
私
た
ち
が
行
う
仕
事
と
し
て
の
専
門
的
な

„
ケ
ア
“
が
影
響
し
合
っ
て
、
地
域
に
広
が

る
。
そ
ん
な
„
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
点
“

を
目
指
し
て
い
ま
す
」
。

　
２
階
の
一
番
奥
の
部
屋
に
は
、
学
校
に
行

け
な
い
、
行
か
な
い
、
ま
た
は
所
属
校
を
持

た
な
い
子
ど
も
た
ち
が
集
う
「
子
ど
も
の
第

３
の
場 

で
ぃ
ん
ぐ
る
」
を
公
益
事
業
と
し
て

開
設
。
相
談
員
の
奥
薗
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
な
り
以
前
ま
で
行
っ
て
い
た
調
理
企
画
や

特集 つながりをつくる福祉活動特集

誰
も
が
交
流
し
助
け
合
う

„
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
“
の
基
点
に

体
験
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
た
際
、
自
ら
動

画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
、
そ
の
行

程
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
し
始
め
ま
し

た
。
令
和
２
年
に
は
、
週
に
１
回
配
信
し
て

い
た
と
い
う
ほ
ど
。「
初
め
は
遠
慮
し
て
い
た

子
ど
も
た
ち
も
、
動
画
の
配
信
を
続
け
て
い

く
う
ち
に
、„
こ
ん
な
動
画
を
つ
く
り
た
い
“

と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
り
、
ギ
タ
ー
の
音
源

を
一
緒
に
作
っ
た
り
と
、
制
作
に
参
加
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
。

　
今
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ

ト
„
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
“
を
活
用
し
、
ひ
き

こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
も
進
め
て
い

き
ま
す
。「„
こ
ん
な
こ
と
し
た
い
“
が
生
ま

れ
な
い
と
、
次
の
一
歩
が
出
な
い
。
家
で
も

学
校
で
も
ほ
っ
と
で
き
な
い
子
ど
も
さ
ん
に

と
っ
て
、
ま
ず
は
気
持
ち
が
落
ち
着
く
„
第

３
の
場
“
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
」
と
金
和
さ

ん
。
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

を
活
用
し
な
が
ら
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
„
次
の
一
歩
が
出
る
場
所
“
を
創
出

し
て
い
き
ま
す
。

地域福祉交流館 FindingR
統括施設長　金和 史岐子さん （右）社会福祉法人

玉医会

社会福祉法人玉医会
地域福祉交流館 FindingR
玉名市岩崎 47-1
℡0968-57-7035

子どもの第３の場 でぃんぐる
相談員　奥薗 俊輔さん

YouTube や LINEなど、
共通のコミュニケーション
ツールでつながる支援

地域福祉交流館 FindingR
ー施設概要ー

　子どもの第３の場
　でぃんぐる（DingЯ）

崇城大学建築学科教授の協力
を得て配置した、“キューブ”
の木造空間。子どもたちが思
い思いの時間を過ごしている。

　たまこひ（売店）

職員自らコーヒー店に通い、
焙煎やドリップ等の技術を習
得。風工房で製造する菓子や
パンも、地域住民から人気。

　交流スペース

熊本県地域の縁がわ補助金に
より整備。様々な人たちが自
由に出入りすることができ、
新たな交流を創出する。

1

2

3

YouTube の定期配信で
自宅にいても情報共有

動画を見ながら
LINE スタンプを作成

“OriHime”の存在が
新たな交流ツールに

利用者が自宅で動画を見ながら制作活動
をしたり、動画をきっかけにでぃんぐる
へ見学に来る人がいたりと、動画の配信
が広がりを見せている。

絵が描けなくてもセリフをもらうなど、
子どもたちのアイデアを元に制作。利用
者や職員が実際にLINEのやり取りで使
用し、交流を深めている。

遠隔で操作ができるコミュニケーション
ロボット“OriHime”。まるでロボット
自身と話しているような感覚が、子ども
たちの興味を引き付けている。

Point! 金和さんや奥薗さんが立っている時間もある売店には、コロナ禍で来所を控えている利用者の
保護者が訪れることも。子どもの様子など何気ない会話が、保護者の安心につながる場合もあ
る。

活用
例

1 活用
例

2 活用
例

3

課  題 ●子どもたち、その保護者のケア●子どもたちが集い、活動する機会が激減

コロナ禍において、売店が保護者との交流の場に

ファインディングアール
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ョ
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焙煎やドリップ等の技術を習
得。風工房で製造する菓子や
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由に出入りすることができ、
新たな交流を創出する。
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をしたり、動画をきっかけにでぃんぐる
へ見学に来る人がいたりと、動画の配信
が広がりを見せている。

絵が描けなくてもセリフをもらうなど、
子どもたちのアイデアを元に制作。利用
者や職員が実際にLINEのやり取りで使
用し、交流を深めている。

遠隔で操作ができるコミュニケーション
ロボット“OriHime”。まるでロボット
自身と話しているような感覚が、子ども
たちの興味を引き付けている。

Point! 金和さんや奥薗さんが立っている時間もある売店には、コロナ禍で来所を控えている利用者の
保護者が訪れることも。子どもの様子など何気ない会話が、保護者の安心につながる場合もあ
る。
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“あやさん”と呼ばれる中庭では、
演奏会や食事会などを開催

得意のお手玉を披露し
コミュニケーションをはかる西さん

中庭のテラスで、利用者と目線を
合わせながら談笑する石本さん

グループホームあやの里
［介護福祉士］

グループホームあやの里
［主任補佐・介護福祉士］

西　 和敏さん

石本 真菜さん

今回お話を伺ったのは

困
り
ご
と
に
手
を
差
し
の
べ

　
　  

„
笑
顔
を
咲
か
せ
る
“
仕
事

　
緑
豊
か
な
環
境
が
広
が
る
あ
や
の
里
。
四

季
折
々
の
花
が
咲
く
中
庭
で
は
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
と
職
員
が
穏
や
か
な
笑
顔
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
勤
務
す
る

主
任
補
佐
の
西
さ
ん
と
介
護
職
員
の
石
本
さ

ん
に
、
認
知
症
介
護
の
現
場
で
の
働
き
が
い

や
、
仕
事
に
お
い
て
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

―

お
二
人
の
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

西　
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
食
事
の
準
備
や
洗

濯
、
掃
除
な
ど
、
日
常
生
活
支
援
を
主
に

行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
が
認
知
症
の
症
状

で
困
っ
た
り
、
難
し
く
感
じ
た
り
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
ご
本
人

で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
か
を
考

え
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利

用
者
が
今
ま
で
の
生
活
で
楽
し
み
だ
っ
た
こ

と
や
生
き
が
い
な
ど
を
、
入
居
後
も
継
続
で

き
る
よ
う
、
ご
本
人
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て

い
く
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
が
１
回
で
も
多
く
笑
顔
に
な

る
よ
う
に
と
思
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

介
護
の
現
場
っ
て
、„
笑
顔
を
咲
か
せ
る
仕

事
“
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

―

現
在
の
仕
事
に
就
く
き
っ
か
け
は
？

石
本
　
私
の
両
親
が
介
護
福
祉
士
を
し
て
い

て
、
幼
い
時
か
ら
両
親
の
職
場
で
あ
る
施
設

に
遊
び
に
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
、
介
護
と
い
う
仕
事
自
体
が
す
ご
く
身
近

な
存
在
で
し
た
。
こ
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

具
体
的
に
考
え
始
め
た
の
は
小
学
生
の
時
。

父
が
介
護
現
場
の
改
善
の
た
め
に
、
講
演
を

し
た
り
働
き
か
け
た
り
し
て
い
る
姿
を
見
て

「
す
ご
い
！
」
と
感
じ
、
介
護
自
体
の
イ

メ
ー
ジ
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。

西　
私
は
元
々
、
ま
っ
た
く
の
異
業
種
で
働

い
て
い
ま
し
た
。
21
歳
の
時
に
転
職
を
考
え

て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
っ
た
際
、„
働
き
な

が
ら
資
格
が
取
れ
る
“
と
書
か
れ
た
あ
や
の

里
の
求
人
を
見
て
、「
働
き
な
が
ら
資
格
が

取
れ
る
の
は
い
い
な
」
と
思
っ
て
応
募
し
た

ん
で
す
。
祖
父
母
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た

わ
け
で
も
な
く
、
介
護
の
こ
と
も
何
も
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、
福
祉
や
介
護
に
対
す
る
先

入
観
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

介
護
の
仕
事
に
誇
り
を
持
つ
取
組
み
や

   

職
場
環
境
の
改
善
は
進
ん
で
い
る

―

普
段
の
業
務
の
中
で
、
ど
ん
な
こ
と
に

　
　
　や
り
が
い
や
喜
び
を
感
じ
ま
す
か
。

石
本
　
よ
か
っ
た
な
と
感
じ
る
こ
と
は
、
利

用
者
の
„
素
“
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

時
。「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
く

の
も
う
れ
し
い
で
す
が
、
一
緒
に
お
話
し
す

る
中
で
、
皆
さ
ん
が
心
か
ら
笑
っ
て
い
る
な

と
分
か
る
瞬
間
に
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。

西　
介
護
と
い
う
現
場
に
慣
れ
て
き
た
頃
の

話
で
す
が
、
今
で
も
大
切
に
し
て
い
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
っ
て
。
夜
勤
を
し
て
い
た
時

に
、
利
用
者
が
お
手
洗
い
で
起
き
て
こ
ら
れ

た
ん
で
す
ね
。
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
ら
、「
私
た
ち
ば
守
る
た
め
に
起
き
て
く

れ
と
る
と
だ
ろ
う
。
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ

て
い
た
だ
い
て
。
私
も
日
頃
か
ら
「
あ
り
が

と
う
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
率
直
に
う
れ
し
い
と
初
め
て

感
じ
た
時
で
し
た
ね
。
認
知
症
の
症
状
に

よ
っ
て
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
出
て
く
る

と
、
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ご
家
族
も

不
安
に
な
っ
て
き
ま
す
。
自
分
で
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
か
、
難
し
か
っ
た
こ
と
が
解

決
で
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え
た
時

は
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
し
、
そ
れ
を
見

た
ご
家
族
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
く

と
、
と
て
も
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

―

仕
事
の
中
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
り
ま
す
か
？

石
本
　
利
用
者
に
話
し
か
け
ら
れ
た
時
に

は
、
一
旦
手
を
止
め
て
、
そ
の
方
へ
体
を
向

け
て
ち
ゃ
ん
と
話
を
聞
く
、
と
い
う
こ
と
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
。
よ
く
業
務
が
忙
し
い

か
ら
と
「
あ
と
で
い
い
で
す
か
」
と
言
っ
て

し
ま
う
場
面
は
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
話

を
聞
い
て
も
ら
え
な
い
っ
て
結
構
悲
し
い
で

す
よ
ね
。
学
生
の
実
習
の
時
か
ら
、
こ
れ
だ

け
は
大
事
に
し
よ
う
と
思
っ
て
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

西　
私
は
„
笑
顔
“、„
あ
き
ら
め
な
い
“
と

い
う
２
つ
の
言
葉
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
が
笑
顔
で
い
る
と
、
そ
こ
か
ら
利
用

　福祉の現場の実情や、現場職員の仕事に対するやりがいや向
き合い方など、さまざまな福祉現場で働く皆さんの“生の声”
をお届けします。

者
の
皆
さ
ん
、
周
り
の
職
員
へ
と
笑
顔
が

広
が
っ
て
い
く
ん
で
す
よ
ね
。
ま
た
、
認

知
症
介
護
を
実
践
す
る
う
え
で
、
利
用
者

か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と
し
て
現
れ
る
認
知
症
の

症
状
に
対
し
て
、
私
た
ち
プ
ロ
が
あ
き
ら

め
ず
に
支
援
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
実
際
に
、
あ
き
ら
め
ず
に
一
年
ほ
ど

か
け
て
ケ
ア
が
う
ま
く
い
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
特
に
私
た
ち
は
認
知
症
介
護
の

専
門
で
す
の
で
、
私
た
ち
が
あ
き
ら
め
て

し
ま
う
と
利
用
者
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す
場
所

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
う
ま
く
い
か
な

く
て
も
、
私
た
ち
は
何
度
で
も
あ
き
ら
め

ず
に
や
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

―

こ
れ
か
ら
福
祉
の
仕
事
を
目
指
す
方
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

石
本
　
介
護
の
仕
事
に
対
し
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
今
は
、
様
々
な
人
た
ち
が

介
護
現
場
を
良
く
す
る
た
め
に
働
き
か
け

て
い
て
、
現
場
は
も
ち
ろ
ん
働
く
環
境
の

改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
の

魅
力
を
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｋ
Ａ

ｉ
Ｇ
Ｏ 

Ｐ
Ｒ
ｉ
Ｄ
Ｅ
」
の
よ
う
に
、
介
護

従
事
者
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
介
護
現
場
を
伝

え
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ

ま
り
難
し
い
こ
と
を
考
え
ず
、
興
味
が
あ

れ
ば
飛
び
込
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

西　
介
護
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
９
年
ほ
ど

で
す
が
、
仕
事
に
就
い
た
当
初
か
ら
今
で

も
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
仕
事
だ
と
自
信
を
持
っ

て
言
え
ま
す
。
こ
ん
な
に
も
笑
顔
に
囲
ま
れ

て
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の
も
、
幸
せ
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
よ
う
に
異
業
種
か

ら
福
祉
に
進
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、
一
緒
に
福
祉
の
現
場
で
笑
顔
を
咲

か
せ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

特定非営利活動法人　あやの里
熊本市東区山ノ内2-1-14 ☎096-360-3511

　平成13年に特定非営利活
動法人あやの里を設立。居宅
介護支援事業所、グループ
ホーム、認知症対応型デイ
サービス、ヘルパーステー
ション、認知症カフェなどを
運営。地域の一拠点として、
地域活動や地元住民との交流
も積極的に実施している。

だから私は、
　　ここで働く。
- 現場スタッフが伝えたい福祉の魅力 -

だから私は、ここで働く。-現場スタッフが伝えたい福祉の魅力-
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“あやさん”と呼ばれる中庭では、
演奏会や食事会などを開催

得意のお手玉を披露し
コミュニケーションをはかる西さん

中庭のテラスで、利用者と目線を
合わせながら談笑する石本さん

グループホームあやの里
［介護福祉士］

グループホームあやの里
［主任補佐・介護福祉士］

西　 和敏さん

石本 真菜さん

今回お話を伺ったのは

困
り
ご
と
に
手
を
差
し
の
べ

　
　  

„
笑
顔
を
咲
か
せ
る
“
仕
事

　
緑
豊
か
な
環
境
が
広
が
る
あ
や
の
里
。
四

季
折
々
の
花
が
咲
く
中
庭
で
は
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
と
職
員
が
穏
や
か
な
笑
顔
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
勤
務
す
る

主
任
補
佐
の
西
さ
ん
と
介
護
職
員
の
石
本
さ

ん
に
、
認
知
症
介
護
の
現
場
で
の
働
き
が
い

や
、
仕
事
に
お
い
て
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

―

お
二
人
の
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

西　
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
食
事
の
準
備
や
洗

濯
、
掃
除
な
ど
、
日
常
生
活
支
援
を
主
に

行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
が
認
知
症
の
症
状

で
困
っ
た
り
、
難
し
く
感
じ
た
り
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
ご
本
人

で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
か
を
考

え
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利

用
者
が
今
ま
で
の
生
活
で
楽
し
み
だ
っ
た
こ

と
や
生
き
が
い
な
ど
を
、
入
居
後
も
継
続
で

き
る
よ
う
、
ご
本
人
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て

い
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こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
が
１
回
で
も
多
く
笑
顔
に
な

る
よ
う
に
と
思
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

介
護
の
現
場
っ
て
、„
笑
顔
を
咲
か
せ
る
仕

事
“
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

―

現
在
の
仕
事
に
就
く
き
っ
か
け
は
？

石
本
　
私
の
両
親
が
介
護
福
祉
士
を
し
て
い

て
、
幼
い
時
か
ら
両
親
の
職
場
で
あ
る
施
設

に
遊
び
に
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
、
介
護
と
い
う
仕
事
自
体
が
す
ご
く
身
近

な
存
在
で
し
た
。
こ
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

具
体
的
に
考
え
始
め
た
の
は
小
学
生
の
時
。
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介
護
現
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善
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に
、
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を
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り
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る
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見
て

「
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！
」
と
感
じ
、
介
護
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体
の
イ

メ
ー
ジ
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。

西　
私
は
元
々
、
ま
っ
た
く
の
異
業
種
で
働

い
て
い
ま
し
た
。
21
歳
の
時
に
転
職
を
考
え

て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
っ
た
際
、„
働
き
な

が
ら
資
格
が
取
れ
る
“
と
書
か
れ
た
あ
や
の

里
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を
見
て
、「
働
き
な
が
ら
資
格
が

取
れ
る
の
は
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な
」
と
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っ
て
応
募
し
た
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。
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母
と
一
緒
に
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し
て
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た
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、
介
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の
こ
と
も
何
も
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ら
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た
の
で
、
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介
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に
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先

入
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で
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。

介
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の
仕
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の
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の
中
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や
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感
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。
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見
る
こ
と
が
で
き
た

時
。「
あ
り
が
と
う
」
と
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っ
て
い
た
だ
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で
す
が
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に
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の
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と
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と
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。
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「
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と
初
め
て

感
じ
た
時
で
し
た
ね
。
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知
症
の
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に
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と
感
じ
る
こ
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が
出
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く
る

と
、
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ご
家
族
も

不
安
に
な
っ
て
き
ま
す
。
自
分
で
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
か
、
難
し
か
っ
た
こ
と
が
解

決
で
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え
た
時

は
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
し
、
そ
れ
を
見

た
ご
家
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ら
感
謝
の
言
葉
を
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た
だ
く

と
、
と
て
も
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
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仕
事
の
中
で
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が
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る
こ
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は
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？
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本
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者
に
話
し
か
け
ら
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時
に
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一
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手
を
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、
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の
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体
を
向
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ん
と
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を
聞
く
、
と
い
う
こ
と
を

大
事
に
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ま
す
。
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く
業
務
が
忙
し
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ら
と
「
あ
と
で
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で
す
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」
と
言
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て

し
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う
場
面
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る
と
思
う
の
で
す
が
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を
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も
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え
な
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て
結
構
悲
し
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で
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よ
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実
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の
時
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だ
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思
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仕
事
を
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ま
す
。
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に
、
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に
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ほ
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あ
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Ｓ
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。
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す
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に
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ほ
ど

で
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が
、
仕
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に
就
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当
初
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ら
今
で

も
、
魅
力
あ
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る
仕
事
だ
と
自
信
を
持
っ

て
言
え
ま
す
。
こ
ん
な
に
も
笑
顔
に
囲
ま
れ

て
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
の
も
、
幸
せ
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
よ
う
に
異
業
種
か

ら
福
祉
に
進
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、
一
緒
に
福
祉
の
現
場
で
笑
顔
を
咲

か
せ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

特定非営利活動法人　あやの里
熊本市東区山ノ内2-1-14 ☎096-360-3511

　平成13年に特定非営利活
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介護支援事業所、グループ
ホーム、認知症対応型デイ
サービス、ヘルパーステー
ション、認知症カフェなどを
運営。地域の一拠点として、
地域活動や地元住民との交流
も積極的に実施している。

だから私は、
　　ここで働く。
- 現場スタッフが伝えたい福祉の魅力 -

だから私は、ここで働く。-現場スタッフが伝えたい福祉の魅力-
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熊本県福祉人材・研修センター

@jys9642k

　県社協福祉人材・研修センターで
は「保育のおしごとフェア2021」
の開催に伴い、公式のYouTube
チャンネルを開設しました。この
チャンネルでは、各事業所の工夫を
凝らしたオリジナルPR動画を公開し
ており、事業所の魅力を広く発信し
ています。
　さまざまな情報媒体の普及が進む
なか、YouTubeやSNSの活用は若い
年代層にも情報が届きやすく、福祉
分野における人材確保についても、
現場の情報を職員の声と映像でより
効果的に伝えることができます。
　特にコロナ禍において、オンライ
ンでの就職活動やインターネット・
SNSでの情報収集は、求職者にとって
あたりまえのものになっています。 
　福祉の魅力発信につながる広報の
充実や、今後の人材採用力の向上に
むけて、YouTubeやSNSを活用し
てみてはいかがでしょうか。

～求職者と“つながる”広報のヒント～採用をもっと魅力的に
オリジナルPR動画の活用で、求職者のニーズと“つながる”

　地元で就職したいのに、コロ
ナ禍で帰省も見学もできないな
か、動画で園の雰囲気や子ども
たちの様子がわかるのはとって
もうれしい！

　結婚・出産を終え、保育士と
して復職を考えているところ。
　私と同じように子育てしな
がら働く先生が多く、急な休
みが取りやすい環境は、私に
とって心強いな～！

　先生たちがみんな笑顔で仲
良く、楽しそう！研修制度も
あるみたいだし、私もこの園
だと、成長しながら一緒に楽
しく働けそうです。

実際にYouTube上に公開中の動画の一例です。

求人情報を登録！ PR動画を見てヒントをもらおう！ 県社協の情報をチェック！

／熊本県社協福祉人材・研修センター

YouTubeチャンネル

【お問い合わせ】　熊本県社会福祉協議会　福祉人材・研修センター　　TEL.096-322-8077　FAX.096-324-5464

県社協への寄附御礼 寄附のお願い

社会福祉事業推進のためにと、多額のご寄附をいただきました。
ここに深く感謝申し上げます。
ご芳志に沿うよう、今後とも社会福祉事業の推進に努めて参ります。

　県社協では、地域福祉の推進に必要な財源と
して、本会の活動・事業に賛同し応援してくだ
さる全国の皆様や企業・団体様からの寄附金を
受け付けております。ご寄附いただきました浄
財は、本会が実施する事業や県内の福祉団体、
ボランティア団体等への支援に活用させていた
だきます。この機会に、社会貢献としてご一考
くだされば幸いです。

受付〈令和３年４月１日～令和３年11月30日〉※順不同

● 株式会社 熊本計算センター　様
● 一般社団法人 熊本県庁友会　様

採用・広報ご担当者さん必見
！
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県社協の事業案内
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